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Ⅰ. は じ め に
　近年の高性能シミュレータは，難しい病態や状
態をより実際に近い状態で再現することが可能で
あり，講義と並行して繰り返し演習することがで
きる．臨床現場において，学生が提供する技術で
あっても安全で適切な技術を提供すべきであると
いう意識が確立したなか，高性能シミュレータを
活用した教育の可能性を検討することは意義があ
ると考える．
　伊藤ら１)は，心臓病患者シミュレータを用いた
看護基礎教育におけるシミュレータ機器活用の評
価を行い，従来，現任教育に依存していたフィジ
カルアセスメントの技術の習得を，看護基礎教育
において行うことの可能性を示している．また，
山内２)は，シミュレーション教育を成功させるた
めには，「それまでに蓄積された学習履歴，並びに
到達具合の進捗状況や個別訓練の程度やパターン
から，いかにすれば効率的に到達できるかについ
ての特徴抽出を試みることが有効であろう」と述
べている．
　以上から，シミュレーション教育の看護基礎教
育から卒後教育及び高度実践への適応を目指し，
看護学部３年次生に対し高性能乳児医療トレーニ
ングシミュレータ シムベビーRを用いて乳児に対
する呼吸窮迫時の看護の実施を求め，その後に
行ったインタビューを分析することで，高性能シ
ミュレータを活用した教育の可能性を検討した．
Ⅱ. 目　　　的
　看護基礎教育における高性能シミュレータを活
用した教育の可能性を検討する．
Ⅲ．高性能乳児医療トレーニングシミュレータ
シムベビー®の概要
　高性能乳児医療トレーニングシミュレータ シ
ムベビーR(以下，シムベビーR)は，乳児の救命救
急の場面を事前に設定したトレーニングシナリオ
通りに現すことが可能な，レールダル社（本社 ノ
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ルウェー）の製品である．学習者が実施した行為
に対して自動，または手動で反応を示すことが可
能なインタラクティブなシミュレータであり，実
践さながらの乳児患者シミュレーションが体験で
きる．また，乳児呼吸のシーソー呼吸，陥没呼吸
等，様々な自発呼吸のパターンを忠実に再現する
ことができ，さらに正常と異常な肺音・心音を聴
診器で聴診できる．さらに，上腕動脈での血圧測
定，脈拍の触診が可能であり，これらをモニター
上での心電図・血圧の表示と同期できる．いずれ
も，トレーニングシナリオで設定した通りに実行
できる点が特徴であり，例えば異常な呼吸と肺音
を示していても，学習者が特定の行為をした場合，
その行為を実施した３０秒後に呼吸と肺音が正常な
ものとなり，併せてモニター上の心電図と血圧も
正常値を示すことができ，一方で特定の行為をし
ない場合は最初に呼吸が止まり，その後心臓が止
まるといった詳細な設定が可能である．
Ⅳ．方　　　法
１．場面設定とトレーニングシナリオの作成
　本取り組みでは，シムベビーRを活用した教育
の可能性を検討するものであることを考慮し，設
定されたシナリオ通りに動作するシムベビーRの
一連の動作に学生が対応するなかで，学生がどの
ように行動するかのみならず何を感じるのかに焦
点をあてるため，意図的に大まかな場面設定を
行った．実施直前に学生に提示した場面設定と学
生への問い，準備した物品は図１のとおりである．
また，シムベビーRのトレーニングシナリオを図
２に示した.
２．実施方法
　３年次の看護学部生３～４名を１グループとし，
事例を提示して１０分間で役割分担と看護手順を話
し合った後，シムベビーRを用いて呼吸窮迫時の
看護を実践するよう求める．実施後にシムベビー
Rを用いた看護実践からの学びや感情，シムベ
ビーRを用いた学習への要望についてインタ
ビューを行う．インタビューは同意が得られた場
合，録音する．
３．分析方法
　インタビューデータから遂語録を作成する．遂
語録から，シムベビーRを用いた呼吸窮迫時の看
護実践からの学びや感情，シムベビーRを用いた
学習への要望に関する記述を抜き出す．１つのラ
ベルに１つの意味内容が含まれるように記述し，
一次ラベルとする．一次ラベルを熟読し，意味内
容が類似しているものを集めて内容を要約し，二
次ラベルとする．二次ラベルから高性能シミュ
レータを用いた教育の効果やシミュレーション教
育を行う際に配慮を要すること，および教育の可
能性について検討する．
４．倫理的配慮
　対象となる学生は，学生がシミュレータを用い
て実施する看護の内容等が学業成績に反映するの
ではないかという不安や，適切な看護ができずに
シミュレータの状況が悪化した場合，強い不安や
罪悪感を抱く可能性がある．これらに対し，本取
り組みへの参加が自由意思に基づくものであるこ
とを授業に携わらない教員が説明し，またシミュ
レータを用いる授業科目が開講していない時期の
実施により，学業成績とは全く関係しないことを
保障する．さらに，適切な看護ができずシミュ
レータの状況が悪化したことにより，学生が不安
や罪悪感を生じた場合には，時間をかけて振り返
りを行ない，情緒的な安定を図る体制を整える．
また，シムベビーRは，必ず蘇生するように設定す
る．これらに加え，取り組みの趣旨や内容，プラ
イバシーの保護等について文書で説明を行い，同
意書が得られた学生を対象とする．なお，千葉大
学看護学部倫理審査委員会の審査を経て実施した．
【場面設定】
　２ヶ月の男児．２日前から咳が出現し，昨日から
３９.０℃台の発熱があり，元気がないため，母親がク
リニックを受診しました．待合室で患児がぐった
りしているのに気付いた看護師Aは，クリニックの
診察室に患児を運び，医師が他児の診察を終えたら
先に診察することを母親に伝えました．医師の診
察がなかなか終わらないため，男児の様子を見に来
た看護師Aは，呼吸の異変に気付きました．
【問い】
呼吸状態の評価と，緊急時の対応を考えて看護して
ください．
考えたこと，判断したことを全て説明しながら看護
してください．
外来には，もう一人の看護師Bが勤務しています．
他のメンバーは，アドバイスしてもかまいません．
【準備した物品】
高性能乳児医療トレーニングシミュレータ シムベ
ビーR（頭の下にフェイスタオル）
血圧計，聴診器，ポータブル吸引機，救急蘇生セッ
ト（フェイスマスク，救急蘇生バッグ）
救急カート，蘇生板，SpO２モニター
図１　学生に提示した場面設定と学生への問い，準備した物品
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Ⅴ．結　　　果
　３名の３年次学生から参加の同意が得られた．
この他，２名の学生が関心を示したが，時間の都合
がつかず辞退した．参加した３名すべてが３年次
編入生であり，数年の看護師としての臨床経験を
有していたが，小児看護の臨床経験をもつ学生は
いなかった．
　逐語録より，２１枚の一次ラベル，８枚の二次ラベ
ルが得られた．これらを分析した結果，以下の２
つに大別された．
１．学部学生のシムベビーRを用いた呼吸窮迫時の
看護実践からの学びや感情
　インタビューの分析結果を表１に示した．抽出
された二次ラベルは，「知識と実践が結びつき，記
憶が薄れない」，「実際に触れて体感することで理
解が深まる」，「実際に体験することで自分が知ら
ないことやできないことに気付く」，「変化し続け
ている患者の状態を，観察し判断する必要性に気
付く」，「臨場感があり，衝撃が強い」であった．
２．学部学生のシムベビーRを用いた学習への要望
　インタビューの分析結果を表２に示した．抽出
された二次ラベルは，「場面設定を聞かずに挑戦
してみたい」，「場面設定は大まかでよい」，「救急
蘇生バッグや酸素程度の医療機器を準備する方が，
実際の場面で活かせる」であった．図２　トレーニングシナリオ
表１　学部学生のシムベビーRを用いた呼吸窮迫時の看護実践からの学びや感情
一次ラベル二次ラベル
成人のシミュレータを使用した救急蘇生法の学習で，30回の胸骨圧迫に対し
人工呼吸2回であると記憶していたが，小児の救急蘇生は説明されただけで
全く覚えていなかった．小児のシミュレータを使用するとしっかり覚えられ
ると思う．今回，体験したことで，小児は15回に対し2回であることは忘れな
いと思う．知識と実践が結びつき，記憶が薄れ
ない 小児では，年月齢に応じた成長発達に関する数値を数多く覚えなければなら
ない．シミュレータを使って年齢を設定して実体験すると，自分の体験と，
講義が結びついて忘れないと思う．
講義の後でシミュレータを使って学習すると忘れないと思う．
小児だと触るのも怖いというのがあるので，実際にシミュレータに触ること
で，脈や呼吸の異常が，いつもと違うことが何となく分かることでも意味が
あると思う．
実際に触れて体感することで理解が
深まる
何カ月だとこう，というようなことを体感できるのは将来すごくよいと思う．
シミュレータで血圧測定をする時，どこまでマンシェットを締めればいいか
とか，呼吸音の正常と異常など自分が知らないことに気付いた．
実際に体験することで，自分が知ら
ないことやできないことに気付く
SpO2が途中から下がり，見間違えたかと思い，驚いた．
変化し続けている患者の状態を，観
察し判断する必要性に気付く （努力呼吸をしていたが）肺音を聴取して，痰が詰まっている感じはしなかっ
たので吸引しなかった．
リアルな臨場感があると思う．
臨場感があり，衝撃が強い
急変の場面を思い出した．
看護師というより，完全に母親の視点になってしまい，心臓が止まったらど
うしようと思った．
心臓が止まってしまうようで，怖かった．
衝撃が強く，すごく汗をかいた．
成人のシミュレータで蘇生を学んだ時のことも，今でもリアルに思い出せる．
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Ⅵ．考　　　察
１．高性能シミュレータを用いた教育の効果と配
慮を要すること
　二次ラベルには「知識と実践が結びつき，記憶
が薄れない」，「実際に触れて体感することで理解
が深まる」，「実際に体験することで自分が知らな
いことやできないことに気付く」，「変化し続けて
いる患者の状態を，観察し判断する必要性に気付
く」が抽出された．通常の演習では，記述された
データをもとにアセスメントを行ったり，結果が
予想可能である技術を実施することが多い．高性
能シミュレータでは学生の知らないトレーニング
シナリオに沿ってバイタルサインや症状が変化す
るため，学生は知識と技術を統合させ，五感を
使ってアセスメントすることが必要である．講義
を受講しているだけでは気付けない，今後必要と
なる学習課題に学生自らが気付ける点は，高性能
シミュレータを用いた教育の特徴があるといえよ
う．
　一方で，「臨場感があり，衝撃が強い」という二
次ラベルも抽出された．今回の学生は看護師とし
て数年の臨床経験を有していたが，それでも教育
者の想像を上回るほどの緊張を強いられており，
発汗等の生理的な反応が見られ，学生もそのこと
を体感し言語化していた．さらに，「この体験は
忘れないだろう」という発言も聞かれており，現
実の呼吸窮迫場面のような雰囲気作りの重要性は
高いことが示唆された．一方で，過去の体験した
急変時を想起させるほどの学習場面であることに，
教育者は特に留意する必要があると考える．
２．シミュレーション教育の可能性と今後の課題
　学部学生のシムベビーRを用いた学習への要望
として，「場面設定を聞かずに挑戦してみたい」，
「場面設定は大まかでよい」，「救急蘇生バッグや
酸素程度の医療機器を準備する方が，実際の場面
で活かせる」が抽出された．高度シミュレータを
用いた学習では，雰囲気はより現実の場面に近づ
ける努力が必要だが，看護学部３年次という基礎
教育の段階では，大まかな場面設定や，最低限の
医療機器として救急蘇生バッグと酸素ボンベ程度
を揃えることが，むしろ応用の効く学習となると
考えられた．
　高性能シミュレータは，学生のレベルに合わせ
てトレーニングシナリオを作成することが可能で
ある．学部学生の学習到達度に合わせたトレーニ
ングシナリオを作成することで，より高い学習効
果が得られる可能性が示唆された．一方，高性能
シミュレータを用いた学習を提供するためには，
高性能シミュレータを熟知した教員やメンテナン
スの継続，対象者に合わせたトレーニングシナリ
オの開発等が必要であり，これらの確保が課題で
ある．
　また，対象となった学生が臨床経験のある３年
次編入生であるため，編入生ではなく，かつ臨床
経験がない看護学部３年生と比較すると，３年次
編入生は臨床で培った知識・技術が多く身につい
ていることが特徴であると考えられる．そのため
本結果には，臨床経験を持つ３年次編入生が持つ
前述した特徴が反映されているといえよう．本稿
で記述した結果と考察の限界として，臨床経験の
ない学生を対象としてシミュレータを用いた教育
を実施する際には，本研究で得られた考察がその
まま当てはまらないことが挙げられる．
　今後，対象の特徴に合わせた高性能シミュレー
タの活用を促進するとともに，より高い教育効果
が得られるような教育プログラムの開発が必要と
考える．
表２　学部学生のシムベビーRを用いた学習への要望
一次ラベル二次ラベル
年齢の設定を分からないようにして，状態から判断できるような練習もして
みたいと思う．
場面設定を聞かずに挑戦してみたい
シミュレータの設定を変えて，自分で実際に体験することで，現場に出た時
に驚かずに落ち着いて考えられそうな気がする．
病棟で急変に出会う時も，６人部屋の真ん中のベッドであったり，モニターを
付けていないこともあるので，急変時の看護を学ぶ目的なら，あまり詳しく
場面設定したり物品を揃えないほうがよい．場面設定は大まかでよい
場面設定が詳細でない方が，勉強になると思う．
酸素はボンベがあったら使ったと思う．
救急蘇生バッグや酸素程度の医療機
器を準備する方が，実際の場面で活
かせる
通常の救急蘇生の場面では，モニターや機器がまったくない状態でも蘇生で
きることが必要であるため，救急蘇生バッグ程度の簡易な準備でいい．
救急カートも何もセットされていない状態で，中央配管もないという設定の
ほうが，応用がきき実際の場面で活かせると思う．
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　本取り組みは，組織的な大学院教育改革推進プ
ログラム「専門看護師育成・強化プログラム（専
門看護師リーダーの育成）」（プロジェクトリー
ダー：中村伸枝）の一部として実施した．
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